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【週刊タバコの正体】 

   2021年01月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.48 

(No.652) 第1話 コロナに負けないために 

－コロナ禍。免疫力を保つためにもタバコも「不要・不急」... 

 ２０２１年（令和３年）を迎えました。新しい年の始まりですが、皆さん

にとっては１年の締めくくりとなる３学期のスタートです。気持ちを切り替

えて進級や卒業に向けてしっかり頑張って欲しいところですが、世間は新型

コロナウイルスの流行が始まって１年近くたっても、今なお感染者が増える

一方です。この状況では、少なくとも私たち一人一人が注意深く感染予防対

策をとりながら生活しなければならない事も意識してもらいたいと思いま

す。 

 このウイルスに感染すると発熱、咳、味覚・嗅覚障害などの症状が現れ軽

症者と重症者にわかれるそうです。そして感染しても無症状の場合もあるの

で注意しなければなりません。症状のある人の約８割が軽症で、自宅療養で

快復するそうです。しかし一方で重症化し死亡する人は毎日３０人を超えて

いる状況です。 

 そこで、左図を見て下さい。重症化しやすいとされる人の特徴を示してい

ます。高齢者や持病のある人などの他に喫煙者も含まれていますよね。 

  私たちには自然界にあるウイルスや細菌に負けないよう免疫力が備わって

いますが、その力が弱ると重症化しやすいと考えられます。その免疫力を低

下させる原因には左図のようなものがあり、喫煙もその一つなのです。 コ

ロナに負けないためにもタバコは不要です。   

(No.653) 第2話 飛沫感染防止 

－今回はタバコではなくコロナの感染拡大防止の注意喚起... 

 新型コロナウイルスの感染拡大がおさまりません。東京や大阪周辺の都道

府県には緊急事態宣言が出され、身近なところでも感染者が発生するように

なってきましたので、タバコではなくコロナの話をします。目に見えないウ

イルスの感染経路は上図にあるように空気感染、飛沫感染、接触感染だとさ

れています。 

  会話、せき、くしゃみによる飛沫感染を防ぐために必要な距離（ソーシャ

ルディスタンス）を確保した生活をしなければなりませんが、空気が乾燥す

る冬場は、飛沫が漂いやすくなるので、一層注意が必要です。 

  皆さん、通常の日常生活を守るために、くれぐれも油断しないように気を

つけて下さい。  

(No.654) 第3話 IQOSは灰がでない 

－加熱式も人体に有害なタバコ... 

 「紙巻たばこは灰が出る」しかし、「ＩＱＯＳは灰がでない」だから灰皿

や床の掃除がラクになる。「紙巻たばこはあなたを臭くする」しかし、「Ｉ

ＱＯＳはあなたを臭くしにくい」だから家族に迷惑をかけにくい。最近、こ

んな広告が新聞に連続して掲載されていました。ＩＱＯＳ（アイコス）とは

火を使わない加熱式タバコの商品名です。「火で燃やさないので灰や煙やニ

オイも気にすることなく使用できますよ」と宣伝しています。確かに喫煙者

にとっては魅力的な商品なので、近年加熱式タバコの利用者は増加し... 
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